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健 康 科 学 第  巻

はじめに

スポーツ場面において選手が練習課題に対して受身

的な態度ではなく，選手がそれに対して主体的に関わ

ることが重要とされている ）。では，この主体的な行

動は，選手にとってどのような恩恵をもたらすのだろ

うか。本研究では，先行研究 ）に基づき，主体的な行

動を自己調整学習と捉えて、検討する。

自己調整学習とは，人が主体的に自己の目標達成に

向けて行動や思考を調整しながら行う学習のことであ

り ），この自己調整学習の理論の一つに社会的認知理

論がある ）。社会的認知理論では，人の行動が環境要

因と個人要因によって規定されるのではなく，その三

つが相互に規定する関係にあることを示している ）。

そして，ジマーマン ）は，この社会的認知理論に基づ

き，学習者の学習過程を三つの段階から捉える学習段

階モデルを提唱している。この学習段階モデルは，予

見段階，遂行・コントロール段階，自己省察段階があ

り，これらの段階が循環し，学習が行われると想定さ

れている。この学習段階モデルの予見段階は，活動の

下準備をする段階であり，遂行・コントロール段階は，

活動中に生じ，活動に直接影響を与える段階であり，

自己省察段階は，活動後に生じ，自らの努力に対して

反応する段階とされている。

これまでスポーツ場面に関する自己調整学習の研究

では，自己調整学習と競技レベルとの間に肯定的な関

係を有することが明らかにされている ）。  

）は，競技レベルの高いサッカー選手は，練習に対

して一生懸命に取り組むことや練習で得られた成果を

次の練習に活用するといった行動を取ることを報告し

ている。また，幾留ほか ）は，  ）の尺度の

日本語版尺度を作成し，一部の最高競技成績が高い群

は低い群に比べて，自己調整学習方略と自己効力感に

有意な差を有することを示し，スポーツ選手の熟達に

自己調整学習が寄与する可能性を明らかにしている。

さらに，須﨑・兄井 ）は，大学陸上競技選手を対象に

学習段階モデルに準拠した自己調整学習尺度を作成し，

競技レベルが高い選手ほど自己調整学習方略を使用す

る傾向にあり，自己効力感が高いことを明らかにして

いる。このように自己調整学習に関する研究は，自己

調整学習方略の使用頻度や自己効力感といった動機づ

けの高さについて，競技レベルでの違いといった個人

要因に焦点が当てられている。

しかしながら，自己調整学習は，自己調整学習方略

といった行動と個人要因との関係だけではなく，他者

を含む環境との関係をも含む概念である ）。そのため，

自己調整学習は，個人要因だけではなく，環境要因に

も影響を及ぼすことが考えられる。この環境要因には，

選手が所属し，他者と一緒に活動を行う場の一つとし

て運動部活動が挙げられる。つまり，自己調整学習は，

運動部活動とそこに所属する選手との関係に対して影

響を及ぼす可能性がある。この両者の関係を捉える概

念に，個人と環境との調和の状態についての認知であ

る適応感がある ）。そこで，本研究では，選手と運動

部活動との関係を，運動部活動に対する適応感 以下，

「運動部活動適応感」とする とし，桂・中込 ）に基

づき，運動部活動適応感を，「部員個人が，部生活にお

いて自己を良好な適応の状態にあると意識しているこ

と，あるいは，その状態を近い将来獲得する可能性を

認めている」とした。これまで，運動部活動適応感は，

選手の社会的スキル ）や周囲からのソーシャルサポー

ト ）との間に肯定的な関係を有することが報告されて

いる。したがって，自己調整学習と運動部活動適応感

との間には肯定的な関係を有することが考えられるが，

この関係について検討した知見は認められない。

以上のことから，本研究は，運動部活動に所属する

選手に対して，自己調整学習がもたらす効果を明らか

にするために，自己調整学習方略が運動部活動適応感

を影響する仮説モデルを設定し，この仮説モデルにつ

いて検討することを目的とする。

方法

 調査対象者

四年制国立大学に所属し，必修科目として開講され

た体育授業を履修する大学初年次生を対象に調査を行

った。そして，データの欠損がなく，運動部活動と運

動系のサークルに所属する  名（男性  名，女性

 名；平均 ± 歳）を分析対象注）とした。調

査対象者の所属種目は，陸上競技，サッカー，野球，
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バスケットボール，バレーボール，競泳，空手，アメ

リカンフットボール等であった。

 調査項目

 部活動適応感尺度

大学における運動部活動適応感を測定するために，

須﨑ほか ）が大学生を対象に作成した部活動・サーク

ル適応感尺度を用いた。この尺度は，「コミットメント」，

「不適応傾向」，「組織・成員への満足」の下位尺度か

ら構成されている。コミットメントは，活動への積極

性を意味する。不適応傾向は，所属先に対する馴染め

なさや退部に対する意識への高まりを意味する。組

織・成員への満足は，所属先とそこに所属する人に対

する満足感を意味する。尺度の信頼性と妥当性は，須

﨑ほか ）によって，大学生を対象に確認されている。

得点が高いほど，下位尺度の傾向が高いことを示す。

分析には，各下位尺度の合計得点を用いた。

 自己調整学習方略

自己調整学習方略の使用を測定するために，須﨑・

兄井 ）が大学陸上競技選手を対象に作成した自己調整

学習方略尺度を使用した。この尺度は，練習場面を予

見段階，遂行・コントロール段階，自己省察段階の三

つの学習段階に区分し，各段階に自己調整学習方略を

有するものである。予見段階は「目標設定」の下位尺

度から構成される。遂行・コントロール段階は，「努力」，

「チームメイトへの援助要請」，「モニタリング」，「指

導者への援助要請」，「イメージ」，「自己教示」の下位

尺度から構成される。自己省察段階は，「自己評価」と

「適応」の下位尺度から構成される。尺度の信頼性と

妥当性は，須﨑・兄井 ）によって，大学陸上競技選手

を対象に確認されている。

 倫理的配慮

調査を実施するにあたり，以下の倫理的配慮を行っ

た。調査の目的，個人情報の守秘の誓約，回答は任意

であり，得られたデータは研究以外の目的でしようし

ないことを文章と口頭にて説明を行った。そして，質

問への回答をもって調査への同意とすることを伝えた。

なお，本調査は九州大学大学院人間環境学研究院健

康・スポーツ科学講座倫理委員会  の承認を得

て，実施された。

 統計処理

自己調整学習方略尺度の因子構造を確認するために

検証的因子分析を行った。その後，この信頼性を検討

するためにクロンバックの  係数を算出した。仮説モ

デルの検討には，相関分析と共分散構造分析を用いた。

検証的因子分析と共分散構造分析における適合度指標

は，と は以上とし，は以下とし

た。これらの分析における有意水準は とした。分析

には，  と   を使用した。

結果

本研究で使用した須﨑・兄井 ）が作成した自己調整

学習方略尺度は，大学陸上競技選手を対象に作成され

たものである。本研究の対象者は，陸上競技を含む様々

なスポーツ種目に所属する大学生であった。そのため，

須﨑・兄井 ）が作成した尺度を用いる際には，この尺

度の因子構造の確認と信頼性を検討する必要がある。

まず，因子構造を確認するため，検証的因子分析を行

った。その結果，予見段階の適合度指標は，，

， を示していた。 と  は

基準を満たす値を示していたが，は基準を満た

す値を示していなかった。そこで，須﨑・兄井 ）に基

づき，「目標を達成するために必要な方法を考えてい

る」と「課題の達成のために必要なことは何か考え

ている」に共分散を仮定し，分析を行った。その結果，

，， を示しており，全

ての適合度指標は基準を満たす値を示していた 表１。

この時の影響指数は－ の値を示し，新たに設定

した共分散は rであった。遂行・コントロール段階

の適合度指標は，，，

であり，全て基準を満たす値を示していた 表２。こ

の時の影響指数は－ の値を示していた。潜在変

数間の共分散は，r－の値を示していた。自己省

察段階の適合度指標は， ， ，

であり，全て基準を満たす値を示してい
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表１.予見段階の検証的因子分析

表２.遂行・コントロール段階の検証的因子分析

表３.自己省察段階の検証的因子分析

表１.予見段階の検証的因子分析

表２.遂行・コントロール段階の検証的因子分析

表３.自己省察段階の検証的因子分析

番号 影響指数

目標設定（因子Ⅰ）α＝.92

 目標を達成するために必要な方法を考えている 
 練習に取り組むための計画を立てている 
 どのように練習に取り組むか計画している 
 目標を設定してから、練習に取り組んでいる 
 課題の達成のために必要なことは何か考えている 
 課題を解決するための流れを注意深く計画している 

番号 因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ 因子Ⅴ 因子Ⅵ

努力（因子Ⅰ）α＝.93

 練習内容が重要でもなくても一生懸命に練習してる 
 すべての練習内容にできるだけ一生懸命に行っている 
 練習内容が嫌いでも良くできるように一生懸命に取り組んでいる 
 練習に最大限の努力で取り組んでいる 
 練習に集中して取り組んでいる 
 練習内容が難しくてもあきらめていない 

自己教示（因子Ⅱ）α＝.90

 やる気を高めるために自分に語りかけている 
 集中するために自分に語りかけている 
 気持ちを落ち着かせるために自分に語りかけている 
 課題のポイントを確認するために自分に言い聞かせている 

イメージ（因子Ⅲ）α＝.94

 過去にうまくできた動きの感覚をイメージしている 
 目標とする動きの感覚を想像している 
 目標とする動きをイメージしている 
 動きや感覚を具体的にイメージしている 
 いつも目標とする動きをイメージしている 

チームメイトへの援助要請（因子Ⅳ）α＝.91

 自分の課題について、チームメイトにアドバイスやヒントを求めている 
 練習の取り組み方について、チームメイトにアドバイスやヒントを求めている 
 うまくできなかったら、チームメイトにアドバイスやヒントを求めている 

モニタリング（因子Ⅴ）α＝.89

 自分の課題について、進歩したかどうかを確認しながら取り組んでいる 
 記録や結果を参考にして、動きの良し悪しを確認している 
 行っていることが適切かどうか確認しながら練習している 
 練習に取り組んでいる時、自分のやり方を確認している 

指導者への援助要請（因子Ⅵ）α＝.95

 うまくできなかったら、指導者・コーチにアドバイスやヒントを求めている 
 練習の取り組み方について、指導者・コーチにアドバイスやヒントを求めている 
 自分の課題について、指導者・コーチにアドバイスやヒントを求めている 

因子間の相関係数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 因子Ⅰ      
因子Ⅱ     
因子Ⅲ    
因子Ⅳ   
因子Ⅴ  

  

影響指数

番号 因子Ⅰ 因子Ⅱ

自己評価（因子Ⅰ）α＝.93

 練習の目標が達成できたかを評価している 
 前回の練習の取り組み方と比較している 
 取り組み方が良かったか振り返りや見直しをしている 
 うまくできたか確認するために評価している 
 正しい手順で行えたか見直している 
 取り組み方が適切であったか確認するために練習を振り返っている 

適応（因子Ⅱ）α＝.89

 新しい練習内容に取り組む時、過去の経験と結びつけている 
 次までにどのようにすればよくなるか考えるようにしている 
 どのような工夫をすれば次にうまくできるか考えている 
 今までの経験から自分の長所と短所について考えている 
 どうすれば上達できるか過去の経験を参考にしている 

因子間の相関係数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 因子Ⅰ  
  

影響指数
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表４.各尺度の記述統計および相関係数

図１.仮説モデルの共分散構造分析

た 表３。この時の影響指数は－ の値を示して

いた。潜在変数間の共分散は，rの値を示していた。

自己調整学習方略尺度の信頼性を検討するためにクロ

ンバックの  係数を算出した結果，－ の値を

示していた。

まず，仮説モデルの検討を行うにあたり，各尺度の

記述統計と相関係数を算出した 表４。そして，仮説

モデルでは，自己調整学習方略尺度における各段階の

合計得点を用いた。なお，予見段階は，目標設定のみ

で構成されるため，表４には記載をしなかった。予見

段階と遂行・コントロール段階，自己省察段階は，コ

ミットメントおよび所属・成員への満足との間に有意

な正の相関 r― p を示していた。また，

これらの段階の合計得点は，不適応傾向との間に有意

な負の相関 r― p と無相関を有するこ

とが確かめられた。

次に，共分散構造分析を用いて仮説モデルの検討を

行った。その結果，適合度指標は ，，

 を示しており，各適合度指標は基準を満

たす値を示していた 図１。また，自己調整学習方略

はコミットメント  p と組織・成員への満

足  p に対して正の影響を及ぼしていた。

自己調整学習方略は不適応傾向  p に対し

て負の影響を及ぼしていた。この時の決定係数は，コ

ミットメントは R，不適応傾向は R，組織・

成員への満足は Rを示していた。

考察

本研究は，大学運動部活動において自己調整学習方

略が運動部活動適応感に影響を及ぼす仮説モデルを設

定し，この仮説モデルについて検討した。まず，この

仮説モデルを検討するために，本研究で使用した自己

調整学習方略の因子構造と信頼性を検討した。因子構

造の確認には，須﨑・兄井 ）の因子構造に基づき，各

段階で検証的因子分析を行った。その結果，各適合度

指標は基準を満たす値を示していた。そして，これら

表４.各尺度の記述統計および相関係数

図１.仮説モデルの共分散構造分析

  
部活動・サークル適応感

Ｘコミットメント                            
Ｘ不適応傾向   ―                      
Ｘ組織・成員への満足   ―                      

自己調整学習方略
Ｘ目標設定   ―                    
Ｘ努力   ―               ― ―

Ｘチームメイトへの援助要請   ―             ― ―

Ｘモニタリング   ―           ― ―

Ｘ指導者への援助要請   ―         ― ―

Ｘイメージ   ―       ― ―

Ｘ自己教示   ―     ― ―

Ｘ自己評価   ―   ― ―

Ｘ適応   ― ― ―

Ｘ遂行コントロール段階   ―  
Ｘ自己省察段階   ―

予見段階は、目標設定のみから構成されるため記載はしていない

  

*p

        

自己調整
学習方略

不適応傾向

コミットメント予見段階

遂行・
コントロール段階

自己省察段階













R

  

パス上の数値はすべて標準化推定値を示す

実線のパスはpを示す
観測変数の誤差変数は省略した

組織・成員への
満足

R

R
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の下位尺度の信頼性を検討したところ，概ね満足ので

きる値を示していた。このことから，須﨑・兄井 ）が

作成した自己調整学習方略尺度は，本研究の調査対象

者である大学運動部活動に所属する選手の自己調整学

習方略の使用傾向を測定するために用いることは妥当

なことと考えられる。

次に，設定した仮説モデルについて共分散構造分析

を用いて検討した結果，各適合度指標は基準を満たす

値を示していた。これは，自己調整学習方略が運動部

活動適応感に影響を及ぼす仮説モデルの妥当性を有し

ていることを示している。また，この結果は，運動部

活動に所属する選手が自己調整学習での取り組みを行

うことによって，所属する運動部活動に対する適応感

を促す可能性を示唆している。これまで，スポーツ場

面に関する研究は，選手の競技レベルの高さと自己調

整学習との関係が確かめられている ）。一方で，体

育授業を通して，須﨑・杉山 ）は，学生の自己調整学

習が体育授業への適応感を促すことを確かめている。

このとから，自己調整学習は，個人の目標達成に必要

な競技力向上といった個人に働くだけではなく，運動

部活動適応感を促すといった個人と環境との関係構築

に寄与する可能性が推察される。

また，この仮説モデルでは，自己調整学習方略が運

動部活動のコミットメントと組織・成員への満足に対

して正の影響を及ぼしていた。学習場面において，自

己調整学習方略は，クラスメイトや教師との対人関係

への適応 ）と授業への適応 ）との関係を有すること

が報告されている。また，須﨑・杉山 ）は，体育授業

において自己調整学習を行う学生は，目標達成に向け

て積極的に学習に取り組み，その過程でクラスメイト

や教師と協力することで，対人関係への適応や授業へ

の適応を促すと述べている。これは，選手が練習場面

で主体的に練習して活動を行うことによって，その活

動を通して得られる達成感や充実感を得ることにつな

がり，その積み重ねを通して運動部活動に対してより

関わっていく可能性が考えられる。そして，自己調整

学習の過程で，人と協力して活動する機会が増え，人

との交流が育まれることによって，成員や運動部活動

に対する満足感を得ている可能性が推察される。

さらに，自己調整学習方略は不適応傾向に負の影響

を及ぼしていた。これは，自己調整学習方略を用いて

活動することで，運動部活動への馴染めなさや退部に

対する意識を抑制することが推察される。しかしなが

ら，その決定係数は R＝ と低い値を示していた。こ

れは，不適応傾向に対して，運動部活動での自己調整

学習の影響力は小さいことを示している。つまり運動

部活動での不適応傾向に対して，自己調整学習といっ

た個人の取り組み方だけではなく，他の要因が影響し

ている可能性が推察される。

研究の課題・今後の展望 

自己調整学習方略が部活動・サークル適応感に影響

を及ぼす仮説モデルについて，共分散構造分析を用い

て検討した。その結果，各適合度指標が基準を満たす

値を示していた。このことから，自己調整学習方略の

使用が運動部活動適応感を規定する関係性が示唆され

た。

しかしながら，本研究の課題も存在する。まず，本

研究は，横断研究に基づく結果である。そのため，本

研究によって，自己調整学習方略の使用が運動部活動

適応感を規定する可能性が示されたとしても，この関

係が因果関係にあるということは示すことができない。

豊田 ）が指摘するように，設定した仮説モデルがデー

タに適合していたことを示すだけである。今後は，本

研究における仮説モデルの妥当性を示すために，縦断

研究における因果関係の検討や介入研究を行うことが

必要になる。

また，本研究では，個人の目標達成に向けて行動や

思考を調整して，学習に取り組むといった個人の学習

過程である自己調整学習に焦点をあてている。しかし

ながら，選手は組織の中で個人の目標達成だけに向け

て活動を行うのではなく，所属する他の選手との協同

や組織が有する目標に向けての活動も行っている。そ

のため，選手の運動部活動での自己調整学習の機能を

検討するには，個人的な視点から社会的な視点への拡

張が必要となる ）。今後は，自己調整学習を個人的な

視点と社会的な視点から検討することで，運動部活動

での主体的な行動に関する知見の蓄積に寄与すること

が可能となる。
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運動部活動における自己調整と適応感との関係

まとめ

本研究は，大学の運動部活動に所属する者を対象に

自己調整学習と部活動適応感との関係を明らかにする

ために，仮説モデルを設定して検討することを目的と

していた。その結果，仮説モデルの妥当性が示された。

そして，この仮説モデル内の関係は，自己調整学習方

略がコミットメントと組織・成員への満足に正の関係

を有していることが確かめられた。また，自己調整学

習方略は不適応傾向に対して負の関係を有しているこ

とが確かめられたが，この時の決定係数は小さい効果

であることが示された。このことから，大学運動部活

動において自己調整学習は，個人が所属する運動部活

動に対する適応感を規定する可能性が示唆された。

注）本研究の調査対象者は，須﨑ほか ）の調査対象者

を含むものである。
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